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平成12年に介護保険制度がスタートしてから、４年が経過しました。
県では、制度の利用状況や運営の実態、高齢者福祉をめぐる環境条
件等を把握するため、平成15年度、沖縄県介護保険総合実態調査を実
施しました。

①
八
十
歳
以
上
の
高
齢
者
割
合
が
高
い

本
県
の
場
合
、
人
口
に
占
め
る
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
数
割
合
は
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
八
十
歳
以

上
の
高
齢
者
割
合
は
全
国
平
均
に
比
べ

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
介
護
保
険
の
認
定
者
割
合
が
高
い

介
護
保
険
の
認
定
者
割
合
は
、
高
齢
に

な
る
ほ
ど
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
県
で
は
全
国
平
均
に

比
べ
て
介
護
保
険
の
認
定
者
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

③
全
国
平
均
を
上
回
る
本
県
の
介
護
保
険

適
用
率
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用

本
県
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
割
合
（
六
十
五
歳
以
上
人
口
比
）

も
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
推
移
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
高
齢
者
一
人

あ
た
り
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
支
給
額

は
、
平
成
十
四
年
十
月
時
点
で
、
一
月

あ
た
り
約
二
万
四
〇
〇
〇
円
／
月
と
な

っ
て
お
り
、
全
国
平
均
（
一
万
八
二
二

六
円
／
月
）
を
三
〇
％
以
上
、
上
回
っ

て
い
ま
す
。

④
全
国
一
高
い
保
険
料

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
県
の
月
額
平

均
保
険
料
は
四
九
五
七
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
国
平
均
三
二
九
三
円
を
大
き

く
上
回
り
、
全
国
一
高
い
保
険
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。

1.介護を受けたい場所

・居宅サービス利用者 ・施設サービス利用者

2.現在求めているもの・あったら助かること（複数回答）
第１位　誰かが訪ねてきてくれ、話し相手になってくれる（35.4％）
第２位　外出時の送迎や付き添い（28.5％）
第３位　体の機能回復や生活のための訓練の機会（24.6％）
第４位　何かあった時の緊急の連絡体制（20.8％）
第５位　台風後の畳上げ、年末の掃除など季節の手伝い（20.0％）
第６位　家の近くなど、気軽に集まっての食事やおしゃべり（19.2％）

定期的な見守り・声かけ（19.2％）

７割以上の方が、「自宅で介護を受けたい」と
答えています。

現在施設サービスを利用されている方でも「施
設を出て、自宅に戻って暮らしたい」と考えてい
る方が少なくありません。
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気のあった仲間と一緒に�
暮らしながら、介護を受けたい�

病院や施設で介護を受けたい�
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その他、無回答�
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施設を出て、�
自宅に戻って暮らしたい�
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施設を出て、面倒を見てもらいながら�
少人数で一緒に暮らしたい�

■本島・宮古・八重山　　■離島６島�
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●お問い合わせ
県長寿社会対策室（介護企画班）
TEL.866-2214 FAX.862-6325

3.介護保険制度の周知

4.介護保険料の負担 5.豊かな長寿社会に向けて希望すること

・介護保険サービス利用者外 ・介護保険サービス利用者

①
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る

地
域
や
社
会
の
実
現

②
県
内
ど
こ
で
も
地
域
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
介
護
の
実
現

③
若
年
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健
康
づ

く
り
、
介
護
予
防
に
住
民
自
ら
取
り
組

め
る
よ
う
、
住
民
の
意
識
づ
く
り
や
行

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

④
地
域
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
住
民
・
地

域
・
事
業
者
・
関
係
団
体
・
行
政
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
と
向
上

県
は
、
今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

真
に
豊
か
な
長
寿
社
会
が
実
現
す
る
よ

う
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「保険料が市町村によって異なること」や「一部サービ
スを除く利用者の１割自己負担」という基礎的知識につい
てもまだまだ周知が足りないことが分かります。

介護保険料の負担増加について、「負担が増えても構
わない」と肯定的なのは、少数派です。

本島・宮古・八重山地域では「高齢者の能力を活用し、
生きがいを持って活躍できる場を増やす」が最も多く、
離島６島では「若い人が地域に定着できる場をつくる」
ことが最重視されています。

調査は県内15市町村（那覇市、西原町、沖縄市、読谷村、名護市、国頭村、平良市、城
辺町、石垣市、伊平屋村、伊是名村、粟国村、渡名喜村、渡嘉敷村、多良間村）を対象
に、20歳以上の県民3,600名、介護保険利用者約2,662名を対象に実施。
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介護保険と国民健康保険は�
異なる制度であること�

40歳以上は被保険者となり�
保険料をおさめること�

65歳以上の方の保険料は�
市町村によって金額が異なること�

一部のサービスを除き、利用者�
利用料の一部を自己負担すること�

■本島・宮古・八重山　　■離島６島�
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高齢者を含め、40歳以上の国民は�
保険料を払っていること�

一部のサービスを除き、利用者利用料の�
一割を自己負担すること�
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高齢者の能力を活用し、生きがいを�
もって活躍できる場を増やす�

その他�

福祉施設やサービス等について�
住民に分りやすく説明する�

健康づくり・介護予防・リハビリなどを�
もっと充実させる�

高齢者の施設や在宅での�
サービスを充実させる�

福祉や保健・医療などの専門知識や�
技術を持った人材を育てる�

若い人が地域に定着できる�
場をつくる�

0 10 20 30 40 50 60（％）�
■本島・宮古・八重山　　■離島６島�

53.8

40.8

43.7

37.7

43.3

41.5

40.8

35.2

25.1

25.7

23.2

42.6

39.4

42.0

0 10 20 30 40 50（％）�

負担が増えてもかまわない�
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内容による。一概に言えない�

増やしたくない／増やせない�

わからない。どちらともいえない�

無回答�

■本島・宮古・八重山　　■離島６島�


